
202 宮崎県における下層の東よりの風による大雨の解析

　おわりに
　下層の東よりの風による大雨については，海上を含め

て充分な資料がないため結論の得られていないものが多

い．

　この現象の解明には，集中豪雨の特別観測で行なった

ように宮崎東方沖に観測船による海上観測網を展開し，

海上，高層，海洋の総合的な観測をすることが必要であ

る．

　これにより，宮崎県の盲点となっている東よりの風に

よる大雨予想のための成果が得られるものと期待してい

る．

　この結果によっては本文の結論に修正されるものもあ

ろう．

　参考文献には直接間接引用した宮崎県東岸の大雨につ

いて関係のあるもののみを年代順に示した．

　本文作成にあたり色々とご指導いただいた半沢台長，

中村予報官，さらに貴重な資料を提供していただいた県

水産試験場の方々に厚く感謝の意を表したい．
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